
当院ではICTを活用して在宅医療に取り組んでいます

施設基準管理委員会［在宅医療情報連携加算（在宅時医学総合管理料の注15）］

病院へ通院することが困難な患者さんに対して、医師が定期的にご自宅等を訪問して診

療を行っています。患者さんの状況に応じて医療・介護施設等と連携体制をとっており、

患者さん同意の上、連携する施設間においてICTツール（メディカルケアステーション）で

患者さんの診療情報等を共有しています。
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主な
連携機関

ウェルスタイル笂井、このは薬局、プラス薬局高崎吉井店、

有料老人ホームさく・たいら、美そら有料老人ホーム、

ひだまりの家片貝、シニアホームやまと江木、プラチナホーム蘭

メディカルケアステーションとは？

患者さんの治療やケアに必要な情報を、関係職種間でインターネットによりリアルタイム

に共有します。セキュリティは、厚生労働省のガイドラインに準拠しています。


